
(－)

藩
政
成
立
期
に
於
け
る
二
・
三
の
問
題
に
つ

　
　
ー
豊
後
岡
藩
中
川
氏
の
事
例
を
中
心
と
し
て
１

　
十
六
世
紀
末
期
の
天
正
十
四
・
五
年
、
及
び
文
禄
二
年
と
言
う
同
時
期
は
、
九

州
と
り
わ
け
豊
前
豊
後
の
二
国
威
の
政
治
史
に
於
い
て
は
未
曾
有
の
大
変
革
を
経

験
し
た
時
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
十
月
、
島
津
氏
の

豊
後
侵
入
に
際
し
て
の
大
友
氏
（
義
統
）
の
敗
戦
と
そ
の
対
応
の
ま
ず
さ
は
、
秀
吉

の
九
州
侵
攻
の
口
実
を
作
り
、
こ
の
豊
薩
戦
争
処
理
政
策
の
一
環
と
し
て
、
大
友

氏
は
辛
う
じ
て
豊
後
一
国
の
み
を
安
堵
さ
れ
、
仲
津
郡
以
下
豊
前
六
郡
地
域
に
は
、

黒
田
孝
高
が
封
ぜ
ら
れ
た
。

　
続
く
文
禄
の
朝
鮮
出
兵
に
出
陣
し
た
大
友
義
統
は
、
戦
場
で
の
非
を
責
め
ら
れ

て
、
同
二
年
、
先
に
安
堵
さ
れ
た
豊
後
一
国
を
も
除
封
と
な
り
、
こ
こ
に
鎌
倉
初

期
以
来
、
九
州
の
中
北
部
に
覇
を
と
な
え
た
大
友
氏
の
時
代
は
幕
を
閉
じ
た
。

　
大
友
氏
除
国
後
の
豊
後
は
、
秀
吉
の
蔵
入
地
に
編
入
さ
れ
、
検
地
が
施
行
さ
れ

る
と
と
も
に
、
大
野
郡
に
太
田
氏
、
直
入
郡
に
熊
谷
氏
、
大
分
郡
に
早
川
氏
を
分

封
す
る
な
ど
預
け
地
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
所
管
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
翌
三
年
に
か
け
秀
吉
は
こ
の
蔵
入
地
に
彼
の
馬
廻
衆
な
ど
の
腹
臣
の
配
置
を
行

な
い
、
中
川
氏
を
岡
に
、
臼
杵
に
福
原
氏
、
府
内
に
早
川
氏
、
豊
後
高
田
に
竹
中

氏
を
、
ま
た
国
東
郡
安
岐
城
に
熊
谷
氏
、
富
来
城
に
垣
見
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
配
す
る

と
と
も
に
、
日
田
郡
は
蔵
入
地
と
し
て
残
し
、
宮
木
氏
に
預
け
た
。
こ
の
大
名
配

置
は
、
そ
の
後
の
慶
長
二
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
若
干
の
変
更
を
見
た
の
ち
、
同

い

て

後
　
藤

重
　
　
巳

五
年
の
関
ケ
原
戦
後
に
さ
ら
に
若
干
の
移
動
が
加
え
ら
れ
、
翌
六
年
に
は
ほ
ぼ
確

定
す
る
に
至
っ
た
。

　
一
五
八
〇
年
代
の
中
葉
に
は
じ
ま
り
、
十
余
年
を
要
し
て
完
成
さ
れ
た
こ
の
近

世
大
名
配
置
の
過
程
と
、
配
置
後
に
お
け
る
新
封
大
名
の
封
地
に
於
け
る
様
々
な

対
応
の
実
態
と
は
注
目
す
る
に
値
す
べ
き
多
く
の
問
題
を
持
っ
て
い
る
。

　
幕
藩
制
社
会
に
於
け
る
も
っ
と
も
基
本
的
な
階
級
関
係
と
さ
れ
る
兵
農
分
離

は
、
中
世
期
ま
で
の
在
地
領
主
＝
国
人
層
の
存
在
を
否
定
し
、
彼
ら
を
農
村
か
ら

分
離
、
都
市
集
注
を
強
制
し
、
片
や
農
民
を
専
従
生
産
者
と
し
て
農
村
に
定
着
せ

し
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
幕
藩
体
制
の
形
成
と
確
立
」

と
に
と
っ
て
は
も
っ
と
も
重
要
な
軌
道
敷
設
作
業
で
あ
っ
た
。

　
十
六
世
紀
終
末
期
の
こ
の
様
な
未
曾
有
の
大
変
革
期
に
、
新
天
地
に
臨
ん
だ
近

世
大
名
自
ら
が
、
一
方
で
は
対
幕
府
関
係
、
片
や
白
頭
支
配
体
制
の
確
立
と
い
う

上
下
に
二
面
す
る
階
級
関
係
の
中
で
、
如
何
に
対
応
し
て
行
く
か
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
と
す
る
の
が
本
小
稿
を
成
す
素
意
で
あ
る
。

　
天
正
十
五
年
、
豊
薩
戦
争
に
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
九
州
平
定
を
志
し
た
秀

吉
は
、
「
九
州
之
識
者
五
畿
内
同
前
」
と
し
て
、
着
々
と
そ
の
勢
力
の
扶
植
を
進
め

て
行
く
が
、
そ
の
九
州
全
土
に
お
け
る
完
成
は
、
文
禄
二
年
の
大
友
氏
の
除
封
を

契
機
に
、
一
期
に
飛
躍
し
、
豊
後
の
太
閤
蔵
入
地
化
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
完
成
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
（
ひ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
こ
う
し
た
幕
藩
体
制
成
立
期
の
太
極
的
な
面
に
つ
い
て
は
、
先
学
の
研
究
に
依
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拠
し
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
九
州
と
り
わ
け
二
豊
に
お
け

る
近
世
大
名
配
置
の
初
期
の
問
題
に
関
す
る
研
究
は
比
較
的
少
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
文
禄
三
年
入
封
の
豊
後
岡
藩
中
川
氏
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
、
そ
の

問
題
点
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

　
豊
後
国
内
で
最
大
の
藩
領
を
も
っ
た
岡
藩
中
川
氏
は
、
戦
国
時
代
の
末
期
か

ら
と
み
に
有
力
な
武
士
と
し
て
登
場
し
、
中
川
清
秀
は
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
に

仕
え
て
世
に
出
た
、
い
わ
ゆ
る
「
織
豊
取
立
大
名
」
の
Ｔ
人
で
あ
る
。

　
大
友
氏
除
国
の
文
禄
二
年
、
豊
後
岡
を
六
万
石
余
で
受
封
し
、
同
国
内
の
直
入

郡
竹
田
に
本
拠
を
置
き
、
直
入
郡
の
ほ
ぽ
全
域
と
、
大
野
郡
の
約
半
分
と
を
藩
域
と

す
る
外
様
大
名
で
あ
っ
た
。

　
本
小
稿
で
は
、
中
川
氏
の
入
封
に
と
も
な
う
在
地
勢
力
と
の
対
応
関
係
を
中
心

に
、
法
令
の
制
定
、
行
政
組
織
・
行
政
区
画
の
整
備
な
ど
の
面
に
お
け
る
藩
政
成

立
期
の
問
題
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

(二)

　
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
正
月
、
中
川
秀
成
は
播
州
三
木
を
引
き
払
い
豊
後
岡
に

向
い
、
同
二
月
中
旬
子
三
日
）
領
国
の
岡
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
分
（
府
内
）

か
ら
恐
ら
く
野
津
原
街
道
を
経
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
岡
領
に
入
る
直
前
に
大

き
な
問
題
が
持
ち
上
っ
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
『
中
川
史
料
集
』
な
ど
の
同
月

同
日
の
條
は
次
の
ご
と
く
伝
え
て
い
る
。

時
に
大
友
家
の
浪
人
大
津
上
野
・
右
田
中
務
長
弘
を
始
め
と
し
て
、
三
四

百
人
赤
岩
谷
に
屯
し
、
逆
茂
木
を
引
き
御
道
筋
を
防
ぐ
る
よ
し
、
物
見
の

輩
言
上
す
。
是
に
依
り
て
御
使
番
を
遣
は
さ
れ
、
岡
城
は
秀
成
拝
領
し
今

日
入
部
せ
し
む
る
処
な
り
。
早
速
罷
出
で
賀
し
申
す
べ
き
に
、
往
来
を
遮

る
條
奇
怪
の
至
り
な
り
。
一
々
踏
み
潰
し
首
切
り
掛
け
て
通
る
べ
し
と
厳

命
あ
り
け
れ
ば
、
浪
人
共
答
へ
奉
る
は
、
聊
も
秀
成
公
へ
御
敵
対
申
す

に
は
こ
れ
な
し
。
南
郡
は
浪
人
共
七
人
へ
公
儀
よ
り
御
預
置
か
る
る
に
付

き
、
御
下
知
こ
れ
な
き
内
は
、
御
通
し
中
す
間
敷
き
旨
中
す
。
そ
の
内
、

当
国
御
代
官
熊
谷
半
治
よ
り
、
中
川
殿
御
役
人
に
土
地
相
渡
す
べ
き
旨
、

下
知
こ
れ
あ
る
に
依
っ
て
、
浪
人
共
退
散
す
。
大
津
上
野
は
途
中
ま
で
罷

出
る
。
直
に
御
目
見
仰
せ
な
さ
れ
御
意
あ
り
。
右
田
中
務
も
右
七
人
の
内

に
て
、
雑
人
共
を
取
鎮
め
、
息
子
善
左
衛
門
は
御
手
先
を
相
勤
む
。
然
る

に
雑
人
等
、
山
林
に
埋
伏
し
、
異
心
を
存
ず
る
者
こ
れ
あ
る
に
付
き
、
赤

岩
谷
へ
御
人
数
を
掛
け
ら
れ
、
雑
兵
八
十
四
人
打
取
り
、
十
七
人
を
生
捕

る
。
御
先
手
は
異
議
な
く
打
通
り
、
岡
城
を
取
固
め
御
者
を
待
ち
奉
る
（
下

略
）
。

　
翌
十
四
日
の
條
に
は
「
昨
日

に
集
首
せ
ら
れ
、
生
捕
十
七
人

て
い
る
。

の
八
十
余
人
の
首
、
人
草
村
道
の
側
ら

畑
の
畔
に
て
傑
に
か
け
ら
る
」
と
見
え

　
こ
の
事
件
は
、
新
入
封
の
領
主
に
対
す
る
旧
来
の
在
地
勢
力
の
抵
抗
の
様
子
を

物
語
る
も
の
で
あ
り
、
歴
史
的
に
普
偏
的
に
し
て
何
ら
珍
ら
し
い
性
格
の
事
件
で

は
な
か
っ
た
。
古
く
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
、
大
友
氏
の
豊
後
人
封
に
際
し
て
在

地
勢
力
た
る
大
野
氏
一
族
の
抵
抗
が
見
ら
れ
た
ご
と
く
、
政
権
の
交
替
に
と
も
な

っ
て
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
定
型
の
運
動
法
則
で
あ
っ
た
。

　
中
川
氏
が
岡
を
拝
領
す
る
前
年
、
す
な
わ
ち
文
禄
二
年
夏
、
秀
吉
は
大
友
義
統

除
国
後
の
豊
後
国
内
の
総
検
地
を
、
山
口
玄
蕃
頭
宗
永
（
直
弘
）
及
び
、
宮
部

法
印
桂
俊
（
継
潤
）
ら
に
命
じ
て
実
施
さ
せ
て
い
る
が
ヽ
史
料
に
よ
る
び
）
ヽ

山
口
玄
蕃
頭
宗
永
豊
後
検
地
之
節
、
田
原
紹
忍
・
宗
像
掃
部
介
・
右
田
中

務
少
輔
・
大
津
上
野
介
を
始
め
、
彼
是
七
人
を
被
゜
召
出
一
、
当
国
領
主

被
゜
仰
付
一
候
辿
、
南
郡
表
其
方
共
へ
御
預
け
被
こ
夙
候
間
、
乱
妨
狼
籍

之
輩
有
゛
之
に
お
い
て
は
、
屹
度
可
゜
相
紘
一
旨
被
゜
仰
付
一
　
（
下
略
）
。
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と
あ
り
、
続
け
て
、
赤
岩
事
件
は
、
中
川
氏
の
入
封
に
関
し
て
の
情
報
不
足
か

ら
山
口
玄
蕃
の
指
示
が
な
い
為
に
、
当
然
入
国
を
妨
止
し
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
事
件
に
関
与
し
た
浪
人
は
「
大
友
家
浪
人
」
と
見
え
て
い
る
が
、
勿
論
、

旧
大
友
家
の
浪
人
の
す
べ
て
が
、
こ
の
時
期
に
旧
主
大
友
方
に
血
ハ
す
る
行
動
を
と

っ
た
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
こ
れ
よ
り
前
、
大
正
十
四
年
の
島
津
氏
の
豊
後
侵
入

事
件
に
際
し
、
豊
後
西
南
部
に
勢
力
を
持
つ
い
わ
ゆ
る
「
南
郡
衆
」
が
、
大
田
氏

を
中
心
と
し
て
む
礼
ろ
島
津
氏
方
に
内
通
し
、
大
友
氏
を
劣
勢
に
導
い
た
事
実
な

ど
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
今
度
薩
摩
之
悪
党
現
形
之
処
、
南
郡
之
者
共
構
゜
未
練
一
候
処
、
統
常
以

　
　
　
一
一
順
議
之
覚
慎
一
出
府
、
懇
忠
之
次
第
無
ふ
駄
類
一
候
、
殊
其
方
同
心
之

　
　
　
由
、
思
議
感
入
候
、
何
様
一
枝
可
レ
賀
レ
之
候
。

　
右
の
史
料
は
、
天
正
十
四
年
十
一
月
、
島
津
氏
の
豊
後
侵
入
に
際
し
大
友
方
に

味
方
す
る
こ
と
に
「
未
練
を
構
え
る
」
（
躊
躇
す
る
）
輩
が
多
い
中
に
あ
っ
て
、
大
野

郡
の
土
豪
・
沓
掛
（
懸
）
孫
太
郎
が
戸
次
統
常
に
同
心
し
て
大
友
氏
方
に
従
っ
た
事

に
対
す
る
感
状
で
あ
る
。
主
家
大
友
氏
に
同
心
す
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
輩
が
、
意

外
に
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
一
般
情
勢
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
大
友
離
れ

の
現
象
が
進
行
し
た
訳
で
あ
り
、
ま
し
て
や
文
様
の
大
友
氏
除
国
事
件
以
降
は
、

こ
れ
を
決
定
的
に
す
る
条
件
が
生
ま
れ
た
。

　
　
「
次
倉
組
大
庄
屋
（
エ
藤
氏
）
平
大
左
衛
門
よ
り
吉
上
」
に
よ
る
と
、
赤
岩
事
件

の
直
前
、
大
友
家
浪
人
で
あ
っ
た
工
藤
太
左
衛
門
は
「
最
早
、
大
友
殿
事
は
、
何

程
思
候
て
も
、
力
に
及
び
不
レ
中
処
に
候
。
御
手
向
（
中
川
氏
に
）
中
上
候
儀
、
決

て
不
レ
仕
様
に
と
達
て
留
置
候
に
付
き
、
外
両
人
の
者
共
も
相
談
仕
り
、
徒
党
に

組
し
申
し
間
敷
候
得
共
（
下
略
）
」
と
見
え
、
時
流
の
推
移
を
敏
感
に
察
知
す
る
土

豪
層
も
多
く
な
っ
て
行
っ
て
い
る
様
子
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
世
の

趨
勢
に
な
お
乗
じ
切
れ
な
い
階
層
も
、
ま
だ
多
く
存
在
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　
た
だ
彼
ら
の
志
向
す
る
と
こ
ろ
は
、
単
に
感
傷
的
な
旧
主
家
へ
の
従
属
で
は
な

く
、
中
世
的
な
土
豪
層
の
特
有
の
権
益
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い

な
い
。

　
従
っ
て
彼
ら
の
身
分
や
経
済
的
な
権
益
が
、
如
何
に
保
証
さ
れ
る
か
と
言
う
比

重
を
計
測
す
る
天
秤
の
支
点
に
立
っ
て
、
彼
ら
は
自
ら
の
動
向
を
見
定
め
る
の
を

常
と
し
た
。御

討
人
後
、
浪
人
共
落
ち
付
き
不
レ
申
、
在
中
物
騒
敷
御
座
候
二
付
き
、

御
本
丸
御
普
請
も
、
暫
は
延
引
二
て
、
片
ケ
瀬
原
御
陣
所
被
レ
為
二
居
所

候
由
ヽ
夫
よ
り
御
領
分
御
要
害
地
御
穿
繋
御
座
候
づ
ご
下
略
）
。

と
伝
え
る
記
事
内
容
も
、
あ
な
が
ち
虚
言
を
並
べ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
さ

に
中
川
氏
入
部
当
初
の
文
禄
・
慶
長
期
は
、
藩
政
草
創
期
の
大
き
な
問
題
を
か
か

え
た
時
代
で
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。

　
さ
て
、
新
入
領
主
は
、
新
ら
し
い
領
国
経
営
の
た
め
に
政
治
・
経
済
両
面
に
お

い
て
新
政
策
を
敷
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
う
ち
行
政
治
面
に
つ
い
て
は

次
項
で
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
中
川
氏
も
岡
入
封
の
早
々
、
先
ず
経
済
面
に

お
い
て
現
状
の
掌
握
に
っ
と
め
た
。
こ
の
新
経
済
政
策
に
対
し
て
も
、
地
方
の
抵

抗
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
「
次
倉
組
よ
り
書
上
」
な
ど
に
よ
る
と
、
岡
領
で
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

御
領
分
地
方
年
貢
、
其
節
辿
納
来
り
候
古
帳
面
差
出
し
中
候
様
二
中
川
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
Ｏ
Ｏ
Ｏ
　
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
　
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

右
衛
様
御
下
知
御
座
候
処
、
其
蜀
、
地
下
頭
立
候
者
共
よ
り
一
統
中
合
候

　
○
○
　
　
○
○
○
Ｏ
Ｏ
Ｏ
　
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
　
　
Ｏ
　
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
　
Ｏ

　
ニ
ハ
、
打
統
兵
乱
二
て
諸
帳
面
紛
失
仕
候
段
中
、
帳
面
差
出
不
レ
申
候
由
、

御
先
手
大
将
右
田
鶴
右
衛
門
と
申
仁
、
足
軽
召
連
、
篠
木
為
レ
持
、
片
ケ

瀬
庄
屋
宅
へ
参
り
、
右
帳
面
出
し
不
レ
申
候
ハ
ハ
、
篠
に
御
掛
被
レ
成
候

段
厳
敷
下
知
有
レ
之
候
得
ハ
、
夫
よ
り
組
々
へ
相
伝
へ
、
帳
面
御
年
貢
高

書
付
等
、
差
出
候
由
（
下
略
）
。
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右
の
史
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
新
領
主
は
、
新
封
地
の
生
産
性
の
実

態
を
掌
握
す
る
た
め
に
、
従
前
か
ら
の
耕
地
面
積
・
所
有
関
係
・
租
税
な
ど
に
係

わ
る
帳
簿
類
の
検
討
を
必
要
と
し
、
こ
れ
を
村
方
か
ら
提
出
を
求
め
る
の
を
常
と

す
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
「
地
下
頭
立
候
者
共
」
が
「
一
統
申
し
合
せ
候
て
」
、
「
打
続
く

兵
乱
に
て
帳
面
紛
失
」
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
提
出
を
拒
ん
だ
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
新
領
主
に
よ
る
新
ら
し
い
貢
租
体
系
の
剔
出
に
対
す
る
村
方
の
危
惧
の

念
と
、
こ
れ
に
対
す
る
抵
抗
の
様
子
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
江
戸
初
期
、
寛
文
・
延
宝
期
の
豊
前
地
方
の
土
地
台
帳
（
名
寄
帳
・
検
地
帳
な
ど
）

の
冒
頭
に
、
例
え
ば
「
慶
長
六
年
細
川
越
中
守
様
御
検
地
水
帳
は
、
郡
奉
行
衆
御

取
、
御
戻
し
不
レ
被
≒
灰
二
付
、
蛙
゜
御
座
一
山
（
下
町
ご
と
表
現
さ
れ
て
い
る

の
は
、
慶
長
六
年
、
細
川
氏
の
検
地
の
折
の
帳
面
が
、
細
川
氏
肥
後
転
封
の
の
ち

入
封
の
小
笠
原
氏
に
よ
っ
て
接
収
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
小
笠
原
氏
は

自
ら
の
新
ら
し
い
収
取
体
系
を
剔
出
す
る
た
め
に
、
前
任
者
の
上
地
台
帳
を
無
益

か
つ
不
用
の
も
の
と
見
な
し
た
の
で
あ
っ
た
。
中
川
氏
も
入
封
後
の
岡
領
内
に
お

い
て
、
従
前
の
租
税
収
取
に
係
わ
る
帳
簿
を
回
収
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
た
の
で

あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
抵
抗
が
、
先
に
み
た
ご
と
き
地
方
の
動
き
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

　
以
上
み
て
来
た
ご
と
く
、
多
く
の
問
題
に
い
か
に
対
応
し
て
行
く
か
こ
そ
が
新

ら
し
い
藩
政
権
確
立
の
可
否
を
決
定
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
「
地
下
頭
立
ち
候
者
共
」
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
来
た
在
来
的
な
土
豪
層
で

あ
り
、
彼
ら
は
「
一
統
申
合
せ
」
て
彼
ら
の
楽
天
地
的
な
世
界
を
お
び
や
か
す
、

近
世
大
名
の
新
ら
し
い
支
配
体
勢
の
確
立
に
抵
抗
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
文
禄
期
に
入
封
の
中
川
氏
が
、
大
友
氏
の
遺
臣
と
の
問
題
で
中
川
氏
存
続
を
左

右
す
る
大
き
な
危
機
に
立
だ
さ
れ
た
事
件
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
田
原
紹
忍
の
豊
臣

方
へ
の
脱
走
事
件
で
あ
っ
た
。

　
先
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
大
友
氏
除
国
後
の
文
様
二
年
夏
、
秀
吉
は
豊
後
国
内

検
地
を
実
施
せ
し
め
、
そ
の
あ
と
を
田
原
紹
忍
以
下
七
人
の
有
力
者
に
豊
後
南
郡

の
地
域
を
領
有
さ
せ
た
。
紹
忍
は
周
知
の
如
く
大
友
家
の
筆
頭
的
重
臣
で
あ
っ
た

が
、
彼
は
、
検
地
後
の
南
郡
の
内
、
柏
原
郷
松
本
邑
附
近
に
二
・
九
一
三
石
余
を
、

ま
た
宗
像
掃
部
は
葎
原
郷
内
に
丁
八
五
〇
石
余
を
預
け
置
か
れ
、
中
川
氏
の
人
封

後
は
、
中
川
氏
の
家
臣
に
加
え
ら
れ
た
。
慶
長
五
年
、
関
ケ
原
の
戦
い
に
呼
応
し

て
展
開
さ
れ
た
豊
後
石
垣
原
戦
争
は
、
圈
土
重
末
を
策
し
た
大
友
義
続
が
遺
臣
を

叶
合
し
て
徳
川
氏
に
対
抗
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
折
、
田
原
紹
忍
・
宗
像
掃

部
ら
は
中
川
氏
の
軍
旗
を
持
ち
出
し
、
大
友
方
と
し
て
戦
場
に
臨
ん
だ
。
こ
の
為

に
、
中
川
氏
の
立
場
は
反
徳
川
方
と
目
さ
れ
極
め
て
不
利
な
立
場
に
追
い
込
ま
れ

た
。
中
川
氏
は
、
こ
の
降
っ
て
湧
い
た
突
然
の
災
難
に
対
処
す
る
た
め
に
、
領
国

に
隣
接
す
る
臼
杵
太
田
政
信
が
、
豊
臣
方
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
太
田
氏
を

撃
っ
て
身
の
潔
白
を
証
明
す
べ
く
、
多
大
の
犠
牲
を
彿
っ
て
臼
杵
侵
攻
を
実
行
せ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
田
原
・
宗
像
ら
の
行
動
は
、
中
川
氏
に
反
旗
を
ひ
る
が
え

す
も
の
で
は
な
く
、
「
（
中
川
氏
の
）
御
旗
・
指
物
を
以
っ
て
数
多
偽
作
し
、
中
川
秀

成
大
友
に
力
を
合
す
る
由
を
流
言
」
し
て
、
大
友
方
へ
の
軍
勢
催
促
に
利
用
し
た

も
の
ら
し
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
時
、
新
封
の
中
川
氏
に
と
っ
て
は
、
こ
う

し
た
旧
勢
力
と
の
対
応
・
処
理
の
問
題
が
山
積
し
て
い
た
訳
で
あ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
重
要
な
問
題
を
打
開
す
る
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
が
、
旧
土
豪

層
の
地
方
役
人
と
し
て
の
起
用
策
で
あ
っ
た
。

　
戦
国
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
の
彼
ら
土
豪
層
の
動
き
は
、
主
家
の
滅
亡

と
と
も
に
亡
ん
だ
も
の
、
新
領
主
に
抗
し
て
亡
ぼ
さ
れ
た
も
の
、
帰
農
し
て
一
般

農
民
化
す
る
も
の
な
ど
、
様
々
の
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
が
、
今
一
つ
、
彼
ら
の
古
く

か
ら
の
在
地
性
が
利
用
さ
れ
て
、
こ
れ
が
農
村
支
配
の
た
め
の
末
端
機
構
に
組
み

込
ま
れ
た
事
例
が
あ
（
伺
・
千
石
庄
屋
、
手
水
庄
屋
と
呼
ば
れ
る
階
層
を
主
体
に
し

て
、
村
庄
屋
の
中
に
も
こ
の
事
例
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
土
着
性
の
利
用
・

懐
柔
策
と
し
て
一
石
二
鳥
の
利
点
を
も
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
と
て
無
制
限
な
起

用
は
、
中
世
的
世
界
を
否
定
し
て
成
立
し
た
近
世
領
主
に
と
っ
て
は
大
き
な
矛
盾

で
あ
り
、
結
局
は
強
力
な
近
世
的
な
規
制
の
下
に
お
い
て
、
そ
の
存
続
が
強
め
ら

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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ｊ

　
　
　
　
　
三

　
　
　
　
　
ぐ

　
新
入
領
主
の
経
済
施
策
と
不
可
分
の
位
置
関
係
を
占
め
る
も
の
に
政
治
的
施
策

と
し
て
の
法
制
の
完
備
が
あ
る
。

　
中
川
氏
が
岡
入
封
の
四
年
後
、
慶
長
二
年
、
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
再
出
兵
が
計
画

さ
れ
、
中
川
秀
成
も
出
兵
す
る
が
、
秀
吉
の
死
去
に
よ
る
終
戦
に
伴
な
っ
て
、
翌

三
年
夏
に
帰
国
し
た
。
こ
の
年
、
秀
成
は
領
内
に
対
し
て
初
め
て
の
法
令
を
発
布

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
定

一
、
代
官
と
し
て
百
姓
を
や
と
ひ
使
ひ
中
ま
じ
く
候
。

　
但
、
百
石
に
つ
き
、
一
ケ
月
壱
人
を
、
二
目
三
日
ほ
ど
の
事
は
や
と
ひ

　
可
゛
中
事
。

一
、
御
用
の
外
、
代
官
わ
た
く
し
と
し
て
、
何
物
に
よ
ら
ず
、
相
う
け
候
事
、

　
一
切
停
止
の
事
。

一
、
倉
納
、
貢
物
の
事
、
上
夫
を
差
遣
し
相
定
め
、
物
成
り
の
義
、
奉
行
共

　
判
形
を
遣
置
候
外
、
少
々
に
よ
ら
ず
、
下
代
庄
屋
中
か
け
候
儀
、
不
レ
可

　
し
刊
゛
之
。
若
左
様
之
義
於
レ
在
゛
之
は
、
百
姓
と
し
て
可
゜
中
上
一

　
候
、
為
二
事
実
一
は
可
レ
加
゜
重
罪
一
事
。

一
、
節
夫
・
京
夫
の
事
、
百
姓
中
な
ら
し
に
て
、
高
つ
け
に
成
る
と
も
、
ま

　
わ
り
つ
け
に
成
る
と
も
、
代
官
令
゜
分
別
一
、
弁
指
も
わ
き
百
姓
も
か

　
た
お
ち
迷
惑
不
乙
往
や
う

一
、
貢
物
津
出
の
事
、
庄
屋
も

　
総
次
に
津
出
可
レ
仕
事
。

　
　
　
（
後
文
略
）

と‰
六
指

津
出
し
候
、
免
除
其
外
は
、

右
五
ケ
条
の
内
容
は
、
近
世
初
期
の
法
令
と
し
て
、
極
く
当
然
な
内
容
を
盛
り

込
む
も
の
で
あ
る
。

　
信
長
・
秀
吉
政
権
の
基
本
的
な
政
治
志
向
は
、
中
世
的
な
国
人
層
・
名
主
層
の

解
体
と
、
直
接
生
産
者
で
あ
る
百
姓
＝
本
百
姓
を
創
出
し
、
こ
れ
を
直
接
的
に
掌

握
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
そ
こ
に
は
、
「
お
と
な
百
姓
と
し
て
下
作
に
申
付
、

あ
い
を
取
候
儀
無
用
に
候
、
今
述
作
恨
百
姓
直
納
に
仕
る
べ
く
恨
、
地
下
お
と
渋

百
姓
又
は
し
や
う
く
わ
ん
な
ど
に
、
一
時
も
ひ
ら
の
百
姓
つ
か
は
れ
ま
じ
き
こ
と
」

が
鉄
則
と
し
て
貫
徹
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
中
川
氏
の
場
合
と
て
、
百
石
に
付
き
一
ケ
月
二
日
～
三
日
程
度
の
百
姓
使
役
は

公
認
さ
れ
る
に
し
て
も
、
「
代
官
と
し
て
百
姓
を
や
と
い
使
う
こ
と
」
や
「
御
用
の

外
、
代
官
わ
た
く
し
（
私
的
）
と
し
て
、
何
物
に
よ
ら
ず
、
相
受
恨
事
」
を
禁
止
す

る
の
は
、
自
明
の
理
で
あ
っ
た
。
以
下
の
箇
条
も
代
官
が
恣
意
的
に
百
姓
を
使
役

す
る
こ
と
の
禁
止
、
百
姓
に
対
す
る
不
均
衡
な
年
貢
・
夫
役
の
負
課
を
禁
止
す
る

内
容
を
盛
る
法
令
で
あ
る
。

扉こ
旦端

長
三
年
の
五
ケ
条
に
続
い
て
、
翌
四
年
十
一
月
に
は
、
六
ケ
条
に
亘
る

が
発
令
さ
れ
た
。
先
ず
全
条
を
見
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
條
　
々

一
、
百
姓
は
し
り
、
い
づ
れ
に
か
く
れ
居
候
共
、
せ
ん
さ
く
せ
し
め
、
よ
び

　
か
へ
す
べ
き
事
。

一
、
村
々
所
々
荒
れ
の
事
、
残
所
な
く
ひ
ら
く
べ
き
事
。

一
、
御
奉
行
両
三
人
物
成
御
定
の
外
は
、
一
り
う
も
代
官
・
下
代
へ
納
所
す

　
べ
か
ら
ざ
る
事
。

一
、
免
よ
ろ
づ
な
ら
し
の
事
、
庄
屋
へ
さ
と
し
て
、
私
曲
あ
る
べ
か
ら
ず
、

　
小
百
姓
に
も
中
間
、
こ
と
ご
と
く
割
付
な
ら
す
べ
き
事
。

一
、
代
官
・
下
代
い
は
れ
ざ
る
族
、
中
掛
る
に
お
い
て
は
其
時
直
ち
に
可
゜
中

　
上
一
候
、
若
不
゜
中
上
一
あ
ら
し
候
は
ば
、
庄
屋
・
べ
に
さ
し
一
門
こ

　
と
ご
と
御
せ
い
ば
い
可
レ
被
゜
仰
付
一
と
の
儀
、
毎
年
御
奉
行
を
み
あ
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ら
た
め
被
Ｌ
成
、
所
を
御
み
せ
可
レ
被
″
成
旨
、
可
レ
成
一
玉
ハ
儀
一
族
。

一
、
年
々
御
物
成
定
の
事
、
御
上
夫
被
遣
礼
物
礼
儀
も
一
切
御
法
度
族
間
、

　
若
左
様
の
族
於
゛
有
之
レ
は
、
御
上
夫
も
曲
事
に
可
し
尹
一
仰
付
一
候
由

　
候
、
百
姓
も
可
覧
漕
一
曲
事
一
と
、
か
た
く
御
定
族
、
是
又
可
包
摂
玉
ハ

　
意
一
者
也
。

　
以
上
の
蝶
々
は
、
前
年
の
五
ケ
條
の
定
と
と
も
に
、
草
創
期
の
岡
藩
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　
周
知
の
ご
と
く
、
秀
吉
に
始
ま
る
兵
農
分
離
の
政
策
で
は
、
武
士
の
都
市
（
城
下
）

集
注
に
対
し
て
、
農
民
は
農
村
へ
の
定
住
を
強
制
さ
れ
、
以
後
、
農
民
は
経
済
的
・

経
済
外
的
諸
制
約
に
よ
っ
て
高
請
地
耕
作
者
・
年
貢
負
担
者
と
し
て
の
身
分
に
固

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
戦
国
末
期
の
農
村
の
荒
廃
や
、
こ
の
新
ら
し
い
社
会
秩
序
に
対
応
し
き
れ
な
い

百
姓
は
、
耕
地
を
す
て
て
村
外
に
逃
げ
去
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
「
走

り
百
姓
」
で
あ
る
。
彼
ら
は
後
代
の
「
逃
散
」
と
呼
ば
れ
る
程
に
組
織
だ
っ
た
集

団
行
動
を
と
る
も
の
で
は
な
く
、
単
独
的
な
「
逃
失
」
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
領

主
に
と
っ
て
は
放
置
し
得
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
走
り
百
姓
の
穿
繋
を
先
ず

法
令
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
実
が
存
在
し
た
訳
で
あ
っ
た
。

　
第
二
蝶
の
「
村
々
所
々
荒
れ
の
こ
と
」
と
は
、
耕
地
の
荒
廃
を
指
す
。
打
ち
続
い

た
戦
乱
に
加
え
て
、
走
り
百
姓
に
よ
っ
て
耕
地
が
無
主
化
し
荒
廃
田
地
が
発
生
す

る
。
右
の
ニ
ケ
條
は
と
も
に
相
関
的
な
関
係
に
あ
り
、
生
産
性
の
拡
大
を
図
る
領

主
に
と
っ
て
は
、
も
っ
と
も
忌
む
べ
き
問
題
で
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。

　
近
世
初
期
の
中
川
氏
領
内
に
お
け
る
こ
の
走
り
百
姓
や
、
耕
地
の
荒
廃
の
実
態

に
関
し
て
知
り
得
る
史
料
は
皆
無
に
近
い
。
そ
う
し
た
史
料
的
末
開
明
な
現
状
の

昨
今
、
一
地
域
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
お
ぼ
ろ
げ
な
様
子
を
知
る
手

掛
り
と
な
る
史
料
が
管
見
さ
れ
た
。

　
中
川
氏
が
岡
に
入
封
し
た
翌
年
の
文
禄
三
年
に
実
施
し
た
領
訥
検
地
に
関
す
る

も
の
と
み
ら
れ
る
文
禄
三
年
六
月
十
九
日
の
日
附
を
も
つ
検
地
帳
の
内
容
が
そ
れ

で
あ
る
。

　
こ
の
検
地
帳
は
、
大
野
郡
鍛
冶
股
名
臼
泊
村
（
現
大
野
町
郡
山
臼
迫
）
の
村
帳
で
あ

り
、
村
内
の
田
畑
反
別
・
石
高
・
高
請
者
が
一
覧
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
見

中
畠
下
畠
下
田
下
田
中
畠
下
田
中
田
中
田
下
田

五
畝
十
歩

三
畝
十
歩

壱
畝
十
歩

弐
畝
弐
畝
弐
畝
六
畝
四
歩

九
畝
「
　
」

毛

付
荒荒荒毛

付

四
斗
弐
升
七
合

　
　
　
　
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

弐
斗
　
今
お
こ
し

　
　
　
　
壱
斗
七
合

　
　
　
　
壱
斗
六
升

弐
斗
二
升

荒毛
付
　
　
六
斗
七
升

毛
付
　
　
九
斗
九
升

Ｏ
Ｏ
　
Ｏ
Ｏ

荒
お
こ
し

同新

　九

同

人人郎

次
郎
左
衛
門

三間同源新

四　　　兵九

郎人人衛郎

　
こ
の
検
地
帳
の
冒
頭
部
分
九
筆
の
田
畠
に
限
っ
て
、
そ
の
実
態
を
見
て
も
右
の

ご
と
く
で
あ
る
。

　
九
筆
中
、
明
ら
か
に
「
毛
付
」
さ
れ
た
田
地
は
四
筆
、
完
全
に
「
荒
」
と
明
記

さ
れ
る
も
の
四
筆
、
こ
の
内
下
畠
三
畝
十
歩
の
分
は
「
荒
」
と
見
え
「
今
お
こ
し
」

と
明
記
さ
れ
る
の
で
、
当
年
度
の
荒
地
の
再
関
発
分
と
み
ら
れ
る
が
、
毛
付
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
右
記
史
料
中
末
筆
の
「
荒

お
こ
し
」
も
「
荒
」
地
の
再
開
発
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
は
な
い
。

　
蝶
々
の
ケ
條
の
上
で
は
前
後
す
る
が
、
「
百
姓
は
し
り
云
云
」
に
つ
い
て
も
、
こ

の
文
様
三
年
の
検
地
史
料
中
に
「
失
」
及
び
「
夫
人
」
の
記
事
が
見
え
、
こ
の
様

な
現
実
が
、
こ
の
僻
地
の
山
間
村
落
に
も
み
ら
れ
た
こ
と
が
証
さ
れ
る
。

　
慶
長
・
元
和
期
の
内
乱
期
は
、
新
領
主
の
幕
府
に
対
す
る
軍
役
負
担
の
も
っ
と

も
高
揚
化
す
る
時
代
で
あ
り
、
領
主
と
領
民
と
の
関
係
は
、
陣
夫
役
に
か
ら
ん
で

労
働
的
な
地
代
・
夫
役
収
奪
が
強
化
さ
れ
る
に
と
も
な
っ
て
、
走
り
百
姓
の
続
出
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す
る
条
件
を
作
り
出
す
。

　
量
的
に
限
定
さ
れ
た
生
産
物
を
、
領
主
・
高
請
百
姓
と
言
う
直
結
的
な
収
取
体

系
の
も
と
で
、
よ
り
効
果
的
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
加
算
的
な
中
間
搾
取
を

否
定
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
「
謂
れ
の
な
い
夫
課
を
申
し
申
し
掛
く

る
に
お
い
て
は
、
直
ち
に
中
上
ぐ
べ
し
」
と
す
る
、
「
訴
え
」
の
法
則
と
し
て
設
け

た
の
が
、
右
ケ
條
の
中
の
第
五
條
で
あ
る
。

　
慶
長
三
年
及
び
翌
四
年
の
法
令
は
、
新
ら
し
い
行
政
組
織
を
確
立
す
る
た
め
の

前
提
的
な
基
本
施
策
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｓ
）

　
こ
れ
以
後
、
岡
藩
に
お
け
る
領
治
を
主
体
と
し
た
法
令
の
発
布
の
状
況
を
一
覧

す
る
と
、
次
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。

慶慶慶正寛寛寛寛元
安安安保永永永永和
五二二四吉志霖二九
年年年年年年年年年
八こ六三三九八九四
月　月　月　月　月　月　月　月　月

年

代

覚覚條前御御御御在
　　　々定定法領政中
　　　　書書度分事へ

　　　　改　　　飛御仰
　　　　正　　　　脚　定　出
　　　　　　　　伝　書
　　　　　　　　馬
　　　　　　　　定

法

令

　　　　つ．　　　　　。－⌒雲五三九字丈五七壬五三

ケ　ケ　ケケケケ　ケ　ケ‾yケケ
條　条條條條僅僅條燦燦條

條

数

役御　　　直　　　桧
人　家　　　　参　　　　　平

に　中　　　　　家　　　　　忠
対知　　　中　　　直
し　行　　　　土　　　　　萩
て　平　　　　　に　　　　　原

　｀均　　　　対　　　　配
万　の　　　　　し　　　　　流

算　儀　　　　　て　　　　　に
用　に　　　　　｀　　　　　係
方　つ　　　　　　　　　　　わ
外　い　　　　　　　　　　　　　る

　｀　て　　　　　　　　　　　規

　　｀　　　　　　　　　　制
　　　　　　　　　　　　　外

内

容

　
右
表
に
見
る
ご
と
き
発
布
の
過
程
を
経
て
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
七
月
、
家

老
以
下
各
職
階
ご
と
の
部
署
に
対
す
る
注
目
す
べ
き
法
令
の
発
布
を
み
る
こ
と
に

な
る
。

　
先
ず
、
家
老
中
に
対
す
る
五
ケ
條
の
條
目
で
は
、
職
分
の
厳
守
と
独
断
の
禁
止

と
を
命
じ
、
「
奉
行
裁
判
決
定
難
レ
成
儀
於
ぃ
有
レ
之
は
、
家
老
中
相
談
可
゛
仕
」
、

　
「
家
の
大
事
に
付
、
家
老
中
城
代
奉
行
相
談
の
上
に
て
決
断
可
乙
↑
‥
｛
｝
と
定
め
て

い
る
。

　
続
く
諸
奉
行
に
対
す
る
僅
々
で
は
、
「
郡
奉
行
、
横
目
指
加
へ
裁
許
可
ぐ
仕
事
、
不
Ｌ

克
゜
分
別
一
儀
於
し
四
ノ
之
は
、
家
老
中
へ
談
合
可
乙
仕
事
」
と
述
べ
、
郡
奉
行

池
田
甚
左
衛
門
裁
判
蝶
々
は
、
領
内
大
野
・
直
大
雨
郡
の
田
畑
免
相
定
に
は
じ
ま

る
十
四
ケ
條
の
僅
目
か
ら
成
り
、
水
利
・
開
畑
・
貸
米
銀
・
年
貢
皆
済
以
前
の
借

穀
銀
返
済
・
奉
公
・
五
人
組
・
切
支
丹
な
ど
郡
奉
行
の
職
務
職
権
に
か
か
わ
る
規

制
や
執
行
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
僅
末
に
は
「
右
条
数
の
外
周
郡
在
々

の
義
、
万
事
相
は
か
ら
れ
宜
様
可
゜
中
付
一
族
、
一
分
に
決
定
難
ぃ
成
所
は
、
奉

行
へ
相
談
可
‰
江
族
、
在
城
の
時
分
事
、
直
に
窺
可
べ
甲
族
、
但
年
中
裁
判
之
儀
、

記
置
き
毎
年
指
上
可
レ
中
者
也
」
と
述
べ
、
事
に
よ
っ
て
は
藩
主
自
ら
の
決
裁
（
在

城
時
）
を
も
定
め
て
い
る
。

　
こ
の
外
、
勘
定
奉
行
裁
判
燦
々
〒
五
ケ
條
）
、
町
奉
行
裁
判
僅
々
（
五
ケ
條
）
、
代

官
衆
及
び
与
力
に
対
す
る
蝶
々
を
定
め
、
池
に
両
郡
物
成
大
帳
の
作
製
、
銀
子
奉
　
９

行
・
縮
絨
漆
奉
行
・
両
郡
竹
本
奉
行
・
歩
奉
行
を
そ
れ
ぞ
れ
指
名
し
て
い
る
。
勿
　
　
３

論
こ
の
時
期
に
至
る
ま
で
に
、
様
々
な
役
職
の
設
置
は
行
な
わ
れ
て
来
た
が
、
こ

こ
に
至
っ
て
、
明
確
な
意
昧
で
の
諸
職
制
の
確
立
、
職
務
分
担
の
内
容
が
決
定
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
別
項
で
も
述
べ
る
如
く
、
承
応
期
は
岡
藩
政
に
お
い
て
も
一
時

期
を
画
す
る
注
目
す
べ
き
時
代
に
担
当
す
る
の
で
あ
る
。

(四)

　
こ
れ
ま
で
、
中
川
氏
の
新
領
地
に
於
け
る
在
地
対
策
・
法
的
整
備
の
面
に
つ
い
て

見
て
来
た
が
、
こ
う
し
た
問
題
と
と
も
に
、
行
政
組
織
の
整
備
及
び
行
政
区
画
の

設
定
の
問
題
が
あ
る
。

　
『
中
川
史
料
集
』
に
収
め
る
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
の
記
事
に
よ
る
と
、

一
、
一
心
日
、
御
政
道
筋
は
老
職
並
に
菅
杢
大
夫
相
吉
・
上
島
左
衛
門
正
恒
・
秋



岡
甚
兵
衛
・
安
城
久
兵
衛
勝
秀
・
丸
山
藤
左
衛
門
・
草
苅
右
近
右
衛
門

継
辰
・
粟
生
兵
慶
氏
晴
等
取
計
ひ
、
御
歌
固
め
の
事
は
、
上
島
新
左
衛

門
・
丸
山
藤
左
衛
門
、
是
れ
を
奉
行
す
。

と
見
え
て
い
る
。

　
岡
藩
で
は
、
初
期
に
お
け
る
中
枢
部
閣
内
重
臣
の
名
称
を
如
何
に
呼
ん
だ
か
に

つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
応
こ
こ
で
は
古
田
中
務
広
計
の
編
纂
し
た
『
豊

後
岡
藩
御
家
老
職
次
第
考
・
全
』
に
よ
っ
て
、
家
老
職
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
同
書
に
よ
る
と
、
初
代
中
川
秀
成
及
び
二
代
久
盛
時
代
の
家
老
職
は
、
次
の
ご

と
く
で
あ
っ
た
。

秀
成
時
代

　
中
川
平
右
衛
門
長
祐
（
田
近
姓
）

中
川
備
後

古
田
平
治
重
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

慶
長
二
年
隠
居
、
職
如
故
、
同
年
十
月
佐
賀
関

ラ
ァ
戦
死
、
隠
居
知
行
二
千
石
、

（
戸
伏
姓
）
　
慶
長
十
一
年
大
坂
廿
７
死
、

　
　
　
　
　
　
文
禄
二
年
二
月
朝
鮮
于
ア
戦
死
、
（
天
正
十
三

　
　
　
　
　
　
年
六
月
よ
り
）

中
川
古
隅
資
政
　
　
（
熊
田
姓
）

古
田
喜
太
郎
重
則

中
川
遠
江
長
種

中
川
主
馬

（
文
禄
元
年
ヨ
リ
、
知
行
二
千
七
百
四
十
石
）

文
禄
二
年
ヨ
リ
、
慶
長
五
年
十
月
、
佐
賀
関

モ
ア
戦
死
、
重
続
弟
、
二
千
三
百
石

（
田
近
姓
）
　
慶
長
二
年
ョ
リ
、
中
川
長
袖
嫡
子
、
知
行
四
千

　
　
　
　
　
　
石
、

（
田
近
姓
）
　
慶
長
二
年
ョ
リ
、
中
川
長
袖
次
男
、
知
行
二
千

　
　
　
　
　
　
石
相
続
、

中
川
左
馬
允
重
直
　
（
古
田
姓
）
　
慶
長
五
年
ヨ
リ
、
重
則
名
跡
を
続
ぐ
重
続
嫡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
、
ニ
于
二
百
石
、

中
川
加
賀

（
戸
伏
姓
）
　
慶
長
十
一
年
ヨ
リ
、
備
後
嫡
子
、
知
行
千
五
百

　
　
　
　
　
　
石
、

久
盛
時
代

　
中
川
遠
江
長
種

中
川
大
隅
資
政

中
川
生
馬

中
川
玄
田
蕃
長
防

中
川
隼
人
資
重

（
田
近
姓
）
　
　
慶
長
十
九
年
限
居
職
如
件
、
元
和
五
年
二
月

　
　
　
　
　
　
病
死
、

（
熊
田
姓
）
　
　
慶
長
十
八
年
隠
居
、

（
田
近
姓
）
　
寛
永
五
年
正
月
病
死
、

（
田
近
姓
）
　
　
慶
長
十
九
年
ヨ
リ
、
寛
永
十
五
年
正
月
隠
居
、

　
　
　
　
　
　
中
川
長
権
嫡
子
、
知
行
四
千
石
、

（
熊
田
姓
）
　
　
慶
長
十
八
年
ヨ
リ
、
寛
永
八
年
九
月
病
死
、

　
　
　
　
　
　
中
川
資
政
嫡
子
、
知
行
二
千
七
百
四
十
石
、

中
川
藤
兵
衛
重
治
　
（
古
田
姓
）
　
　
元
和
元
年
ョ
リ
、
中
川
重
直
嫡
子
、
知
行
二
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
百
石
、

中
川
又
左
衛
門
長
高
（
田
近
姓
）
　
寛
永
五
年
ョ
リ
、
新
庄
右
近
次
男
、
中
川
主
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
養
子
、
知
行
二
千
石
、

中
川
九
郎
兵
衛
三
種
（
戸
伏
姓
）
　
寛
永
十
七
年
ョ
リ
、
中
川
長
穣
三
男
、
中
川
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賀
養
子
、
知
行
千
五
百
石
、

中
川
平
右
衛
門
長
仲
（
田
近
姓
）
　
寛
永
十
五
年
ョ
リ
、
中
川
長
防
嫡
子
、
知
行
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
石
、

中
川
助
兵
衛
資
弘
　
（
熊
田
姓
）
　
寛
永
八
年
ョ
リ
、
正
保
三
年
正
月
病
死
、
中
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
重
嫡
子
、
知
行
二
千
七
百
四
十
石
、

中
川
頼
母
資
長

（
熊
田
姓
）
　
　
正
保
三
年
ヨ
リ
、
中
川
資
弘
嫡
子
、
知
行
二
千

　
　
　
　
　
　
七
百
四
十
石
、

今
こ
れ
を
、
年
表
的
に
整
理
す
る
と
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
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○内の数字は年代を示す。

　
田
近
・
熊
田
・
戸
伏
・
古
田
の
四
氏
阻
、
中
川
氏
の
本
貫
時
代
か
ら
の
重
臣
で

あ
り
、
後
に
と
も
に
中
川
姓
を
許
さ
れ
た
。
中
川
清
秀
時
代
に
は
、
田
近
長
袖
は

知
行
高
六
千
石
、
熊
田
資
勝
は
二
千
七
百
四
十
石
、
戸
伏
肋
之
進
（
偏
俊
）
は
三

千
石
、
古
田
重
勝
は
八
千
石
で
あ
っ
た
。

　
田
近
氏
の
知
行
高
六
千
石
は
、
慶
良
二
年
に
長
袖
の
隠
居
と
と
も
に
隠
居
知
行

二
千
石
及
び
、
そ
の
名
跡
を
継
い
だ
実
弟
・
重
則
の
四
千
石
に
二
分
さ
れ
、
長
袖

の
こ
の
隠
居
知
行
分
は
、
慶
長
二
年
以
降
次
男
主
馬
系
統
に
継
が
れ
た
。
熊
田
氏

の
知
行
高
二
千
七
百
四
十
石
は
そ
の
ま
ま
相
続
さ
れ
、
戸
獣
氏
の
三
平
石
は
慶
長

十
一
年
の
加
賀
（
生
水
）
の
相
続
時
か
ら
千
五
百
石
に
半
減
さ
れ
て
い
る
。

　
古
田
重
勝
は
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
八
月
、
山
城
国
西
岡
城
主
と
な
っ
た

た
め
か
中
川
家
に
残
っ
て
、
重
勝
の
名
跡
及
び
職
を
継
い
だ
養
子
重
統
に
二
千
三

百
石
だ
け
が
与
え
ら
れ
、
以
降
、
古
田
氏
の
知
行
高
と
な
っ
て
い
る
。

　
右
四
氏
の
う
ち
、
熊
田
氏
は
頼
母
資
長
の
時
代
・
元
治
元
年
に
御
暇
と
な
り
（
後

述
）
以
後
就
任
す
る
こ
と
な
く
、
残
る
古
田
・
戸
伏
・
田
近
の
三
氏
に
よ
っ
て
家
老

職
が
世
襲
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
中
川
家
の
家
老
職
に
は
、
戦
国
時
代
末
期
か
ら
中
川
氏
に
臣
従

し
て
い
た
譜
代
の
重
臣
が
任
ぜ
ら
れ
、
後
に
は
藩
主
と
同
姓
が
許
さ
れ
、
い
わ
ば

中
川
氏
と
同
族
的
関
係
に
組
み
込
ま
・
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
親
密
な
位
置
の
も
と
で
任

に
当
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
関
係
は
や
が
て
は
彼
ら
の
藩
政
に
対
す
る
発
言
権
を

増
大
し
、
藩
主
治
政
の
主
体
性
を
弱
体
化
す
る
。

　
承
応
三
年
（
ヱ
八
五
四
）
の
條
目
の
制
定
は
、
こ
の
点
へ
の
規
制
と
考
え
ら
れ
る
。

　
同
年
七
月
十
日

　
　
一
、
家
老
中
縁
組
の
儀
、
此
方
よ
り
内
証
指
図
い
た
し
、
其
の
上
を
以
て
可
゜
中

　
　
　
付
一
族
間
、
内
庄
内
契
約
無
用
の
事
、

な
ど
の
ケ
條
は
、
家
老
職
の
身
分
に
藩
主
側
の
干
渉
を
明
示
し
た
Ｉ
條
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
よ
り
前
の
七
月
五
日
に
は
、
「
老
職
の
御
條
目
被
゜
仰
出
こ
と
あ
り
、
そ

の
Ｉ
條
に
は
。

　
　
一
、
一
家
の
大
事
に
付
き
、
家
老
中
、
城
代
奉
行
相
談
の
上
に
て
、
決
裁
可
レ
仕
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事
」
、
と
見
え
、
家
老
の
独
断
的
決
裁
を
禁
止
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
承
応
期
の
條
々
の
発
令
を
は
じ
め
、
明
暦
二
年
に
は
、
領
内
内
検
地

が
実
施
さ
れ
、
ま
た
「
国
政
万
端
御
改
革
仰
せ
出
さ
る
」
と
見
え
る
ご
と
く
、
岡

藩
政
初
期
に
お
け
る
第
一
次
的
改
革
は
、
第
二
代
久
盛
の
時
代
を
終
り
、
第
三

代
久
清
の
就
任
（
承
応
二
年
）
を
も
っ
て
開
始
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
同
年
（
月
日
不
詳
）
「
老
戦
中
川
又
左
衛
門
直
高
、
願
に
付
き
御
暇
」
の
記
事
や
、

続
く
万
治
元
年
二
六
五
八
）
九
月
、
「
老
戦
中
川
頼
母
資
長
、
思
召
さ
れ
あ
り
、
御

暇
、
五
十
人
扶
持
下
さ
れ
、
倉
本
組
大
石
村
に
在
宅
」
な
ど
の
記
事
は
、
譜
代
重

臣
に
対
す
る
藩
主
側
の
規
制
権
の
発
動
と
考
え
ら
れ
る
。
中
川
頼
母
資
長
す
な
わ

ち
熊
田
氏
は
、
前
述
の
如
く
中
川
氏
譜
代
の
重
臣
と
し
て
、
戸
伏
・
古
田
・
田
近

氏
ら
と
と
も
に
、
中
川
氏
の
人
封
と
同
時
に
家
老
職
を
世
襲
し
て
来
た
家
柄
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
万
治
二
年
を
も
っ
て
家
老
戦
に
就
任
す
る
機
会
を
失
う
こ
と
に
な

　
岡
藩
に
お
け
る
初
期
家
臣
団
に
関
す
る
問
題
も
大
き
な
課
題
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
面
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
に
不
鮮
明

な
点
が
多
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
文
様
三
年
人
封
に
際
す
る
記
事
に
よ
る
と
。

　
　
一
、
正
月
二
十
五
日
、
三
木
城
御
引
払
ひ
、
豊
後
国
岡
城
へ
御
下
向
、
総
勢
凡

　
　
　
四
千
余
人
、
大
船
五
十
隻
、
諸
荷
物
を
積
み
、
播
州
サ
コ
シ
の
港
よ
り
御

　
　
　
出
船
、

と
見
え
、
四
千
石
知
行
の
中
川
左
近
以
下
、
供
奉
の
家
臣
の
名
が
見
え
て
い
る
。

　
木
稿
で
は
、
限
ら
れ
た
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
そ
の
一
覧
は
さ
け
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
所
見
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
中
世
的
な
郷
村
制
を
新
ら
し
い
行
政
区
に
組
み
替
え
る
こ
と
は
、
近
世
領
主
の

共
通
し
た
至
上
命
令
で
あ
っ
た
。
近
世
初
期
に
東
九
州
地
区
に
入
部
し
た
細
川
氏

は
、
領
国
の
豊
前
全
体
及
び
豊
後
一
部
に
「
手
水
制
度
」
を
設
け
、
自
然
的
な
村

落
を
新
時
代
に
即
応
す
る
行
政
区
に
組
織
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
中
川
氏
と
て
ま
た
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

「
御
領
分
組
数
の
事
」
に
よ
る
と
、

一
、
六
拾
九
ケ
組

　
一
、
御
入
国
之
頃
ハ
、
何
庄
何
名
な
ど
と
唱
候
処
、
人
山
様
（
中
川
久
清
）
御

　
　
代
始
之
比
よ
り
、
組
と
唱
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
六
拾
四
ケ
組
也
。

　
　
左
三
佐
五
ケ
村
を
一
組
と
し
て
也
。
明
暦
三
年
、
直
北
・
直
志
野
之
内

　
　
よ
り
分
り
、
梨
原
組
出
来
。
万
治
中
、
宇
目
両
組
二
分
り
、
並
に
中
道
・

　
　
菅
田
之
内
よ
り
、
栗
ケ
畑
組
出
来
、
合
六
拾
七
ケ
組
。
其
の
後
、
三
佐

　
　
三
ケ
組
二
分
り
都
合
六
拾
九
ケ
組
也
。

と
見
え
る
記
事
は
、
承
応
・
明
暦
期
が
見
て
来
た
ご
と
く
、
岡
藩
政
初
期
に
お
け

る
諸
般
の
改
革
事
項
と
符
合
す
る
。

　
こ
の
組
制
の
創
設
は
、
地
理
的
条
件
な
ど
様
々
な
制
的
か
ら
、
同
一
時
期
に
完

備
さ
れ
得
る
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
試
行
錯
誤
的
に
改
変

さ
れ
乍
ら
完
成
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。

　
前
記
史
料
に
よ
る
と
、
そ
の
後
、

一
、
追
々
、
組
村
人
替
二
成
、
左
之
通
、

　
一
、
竹
田
組
荒
巻
村
、
君
ケ
圈
組
之
内
二
成
、

　
一
、
刈
小
野
組
ヲ
阿
鹿
野
組
と
唱
、

　
一
、
阿
志
野
組
近
地
村
、
三
宅
之
内
二
成
、

　
　
（
中
略
）

　
一
、
中
角
組
山
田
村
、
穴
井
追
之
内
二
成
、

　
　
（
中
略
）

　
一
、
佐
渕
組
代
三
五
村
、
片
島
之
内
二
成
、

　
　
（
中
略
）

の
例
な
ど
、
部
分
的
に
組
村
の
組
み
替
え
や
、
組
名
の
改
称
が
試
み
ら
れ
な
が
ら
、

42



組
村
体
制
が
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
組
村
体
制
の
整
理
が
志
向
さ
れ
た
背

景
に
は
、
法
令
伝
運
上
の
便
宜
・
年
貢
徴
収
上
の
合
理
化
な
ど
治
政
や
経
済
対
策

面
か
ら
生
ず
る
理
由
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
従
前
か
ら
各
地
に
割
拠
し
て
い
た
土

豪
層
の
処
遇
に
か
ら
む
問
題
も
度
外
視
で
き
な
い
。
旧
土
豪
層
、
こ
と
に
大
友
氏

の
遺
臣
の
処
遇
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
一
部
を
組
大
庄
屋
に
起
用
す
る
な
ど
の
政
策

と
、
こ
の
組
の
創
設
と
変
更
の
間
に
は
、
関
連
が
な
か
っ
た
か
ど
う
か
、
こ
の
点

に
つ
い
て
も
今
後
の
研
究
に
ま
ち
た
い
。

(五)

　
幕
藩
体
制
を
規
定
す
る
も
っ
と
も
基
調
的
な
問
題
と
し
て
、
幕
府
に
対
す
る
藩

　
玉
）
側
の
軍
役
を
は
じ
め
と
す
る
諸
負
担
や
諸
式
礼
に
と
も
な
う
献
上
物
に
係

わ
る
問
題
が
あ
る
。
幕
府
に
対
す
る
軍
役
な
ど
の
負
担
は
、
原
則
と
し
て
石
高
に

比
例
す
る
も
の
で
あ
る
。
幕
府
の
軍
役
規
定
は
元
和
二
年
（
ヱ
ハ
ー
六
）
を
初
見
と

し
寛
永
十
年
及
び
慶
安
二
年
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。

　
純
粋
な
意
味
で
の
軍
役
負
担
の
発
動
は
、
慶
長
十
五
年
、
元
和
の
大
坂
の
陣
及

び
寛
永
十
四
年
の
島
原
一
揆
に
際
し
て
で
あ
っ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
「
元
和
服
武
」

と
呼
ば
れ
る
大
坂
の
陣
以
後
の
実
質
的
な
国
内
戦
乱
の
消
滅
は
、
こ
の
軍
役
に
代

わ
っ
て
東
海
道
の
諸
河
川
普
請
、
日
光
な
ど
の
寺
社
修
造
営
、
江
戸
・
大
阪
城
の

改
修
普
請
、
朝
鮮
使
節
の
饗
応
役
な
ど
、
大
名
側
に
は
あ
い
次
い
で
大
負
担
が
か

け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
大
名
側
に
は
莫
大
な
経
費
と
努
力
を
必

要
と
し
た
。

　
い
ま
、
関
ケ
原
戦
（
慶
長
六
年
）
以
降
、
中
川
氏
の
新
幕
府
に
対
す

及
び
諸
品
献
上
な
ど
の
事
例
に
つ
い
て
一
覧
す
る
と
、
次
の
ご
と
く

慶
長
十
年
　
　
秀
志
将
軍
宣
下
、
軟
便
と
し
て
中
川
長
種
上
京
。

慶
長
十
二
年
　
木
浦
山
鉛
山
の
鉛
　
献
上
（
五
百
斤
）
。

慶
長
十
三
年
　
駿
府
城
三
ノ
丸
石
垣
普
請
仰
せ
付
け
ら
る
。

　
　
が
　
　
　
尾
州
名
護
屋
城
石
垣
普
請
御
手
伝
。

　
　
慶
長
十
九
年
　
江
戸
城
御
普
請
御
手
伝
。

　
　
　
　
が
　
　
　
豊
臣
秀
頼
大
坂
城
龍
城
に
付
き
出
陣
。

　
　
元
和
三
年
　
　
公
方
様
上
洛
に
付
き
、
岡
崎
ま
で
御
出
迎
え
献
上
品
。

　
　
元
和
五
年
　
　
大
坂
城
普
請
手
伝
。

　
　
寛
永
二
年
　
　
公
方
様
な
ど
へ
、
鉛
献
上
三
千
斤
。

　
　
寛
永
三
年
　
　
天
皇
二
條
城
出
御
に
付
き
、
警
固
。

　
　
寛
永
六
年
　
　
江
戸
城
普
請
手
伝
。

　
　
寛
永
九
年
　
　
肥
後
加
藤
氏
改
易
に
付
き
、
城
番
（
総
勢
五
四
二
五
人
）
。

　
　
寛
永
十
一
年
　
公
方
様
上
洛
に
付
き
、
中
川
玄
蕃
上
洛
、
献
上
品
あ
り
。

　
　
寛
永
十
三
年
　
江
戸
城
御
本
丸
普
請
手
伝
。

　
　
寛
永
十
四
年
　
島
津
一
揆
の
た
め
出
動
。

　
　
寛
永
十
七
年
　
近
衛
信
尋
の
御
馳
走
役
仰
せ
付
け
ら
る
。

　
　
寛
永
二
十
年
　
江
戸
城
ニ
ノ
丸
首
清
に
付
、
釘
十
万
本
な
ど
献
上
。

　
　
正
保
四
年
　
　
肥
前
唐
津
寺
沢
氏
改
易
に
付
き
、
城
番
。
（
三
手
余
名
外
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

　
こ
う
し
た
諸
役
の
負
担
は
、
当
然
藩
財
政
を
圧
迫
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
慶

安
二
年
（
二
八
四
九
）
六
月
岡
藩
で
は
、
経
済
的
面
に
お
け
る
支
出
を
、
人
件
費
の

切
り
詰
め
に
よ
っ
て
補
う
べ
き
対
策
を
構
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
主
旨
は
次

の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。

　
　
中
　
渡
　
条
　
々

一
、
国
取
何
れ
も
諸
大
名
御
譜
代
衆
不
レ
残
四
ツ
な
ら
し
て
有
レ
之
由
恨
、
我
々

　
も
其
通
り
可
一
一
中
付
一
事
。

一
、
近
国
肥
後
・
臼
杵
・
府
内
・
唐
津
の
者
共
、
其
の
外
家
中
な
ら
し
の
様
子
、

　
品
々
可
レ
有
レ
之
候
間
承
り
恨
て
、
有
様
に
可
一
一
中
間
一
候
、
我
々
承
り
候

　
晶
も
有
レ
之
恨
間
、
皆
々
共
中
分
と
違
無
″
之
哉
、
引
く
ら
べ
可
辿
甲
恨
、

　
何
に
よ
ら
ず
久
盛
為
に
、
少
し
に
て
も
勝
手
よ
き
事
恨
は
、
縦
諸
親
族
の

　
事
に
て
も
無
゜
用
捨
へ
右
の
前
、
誓
紙
に
て
可
゜
中
間
一
恨
事
。
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一
、
六
七
年
前
簾
よ
り
、
右
の
様
子
承
り
候
間
、
と
く
可
゜
中
付
一
と
令
レ
存

　
族
へ
共
、
代
々
久
き
家
中
の
者
の
事
故
、
不
便
に
存
、
今
辿
雅
一
用
捨
一
族
、

　
今
の
時
分
、
□
□
公
儀
切
々
の
事
族
間
、
手
前
不
レ
成
族
、
其
上
江
戸
詰

　
な
ど
も
前
簾
と
違
ひ
、
万
事
に
物
入
の
蛮
族
条
、
諸
事
の
儀
、
我
々
勝
手

　
っ
づ
き
族
様
、
分
別
可
j
R
之
族
。

　
　
「
久
成
た
め
に
、
少
し
に
て
も
勝
手
よ
き
事
候
は
、
た
と
へ
親
族
の
事
に
て
も

用
捨
な
く
」
意
見
を
具
申
し
、
「
江
戸
詰
な
ど
以
前
と
異
り
、
万
事
物
入
り
」
に
な

り
、
経
済
不
如
意
を
克
服
し
「
我
々
勝
手
（
財
政
）
が
続
き
候
様
」
に
、
分
別
せ
よ

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
別
項
で
も
み
て
来
た
ご
と
く
、
慶
安
期
（
一
六
四
八
～
一
六
五
こ
す
な
わ
ち
十
七

世
紀
中
葉
が
、
藩
と
し
て
の
体
制
を
整
え
終
る
時
期
で
あ
る
と
同
時
に
、
早
く
も

初
期
の
経
済
的
困
窮
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
相
関
関
係
に

あ
る
訳
で
あ
っ
て
、
こ
の
事
実
こ
そ
真
の
意
味
の
藩
政
の
始
動
の
時
代
が
到
来
し

た
も
の
と
は
言
え
ま
い
か
。

　
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
更
に
稿
を
改
め
て
考
え
て
み
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
註

（
―
）
杉
本
勲
編
『
九
州
天
領
の
研
究
』
収
、
藤
野
保
論
文
。

（
２
）
（
Ｉ
）
に
同
じ
。

（
３
）
北
村
清
士
編
『
中
川
史
料
集
』
新
人
物
往
来
社
、
昭
和
四
十
四
年
。
『
両
郡
古
談
』
に
は

　
　
　
更
に
詳
し
い
記
述
が
見
え
る
。

（
４
）
『
両
郡
古
談
』
収
史
料
。

（
５
）
渡
辺
澄
夫
『
島
津
軍
侵
入
と
豊
後
南
郡
衆
の
内
応
』
『
史
学
論
書
』
第
八
号
。

（
６
）
大
野
町
川
面
、
沓
掛
ハ
重
子
氏
文
書
。

（
７
）
（
４
）
に
同
じ
。

（
８
）
宇
佐
市
、
山
口
文
書
・
中
島
文
書
等
に
含
ま
れ
る
検
地
帳
の
類
に
す
べ
て
見
え
る
。

（
９
）
（
３
）
に
同
じ
。

（
1
0
）
直
入
郡
久
住
町
衛
藤
太
六
氏
文
書
。
有
氏
組
竹
下
氏
・
白
丹
村
志
賀
氏
等
に
つ
い
て
渡

　
　
　
辺
澄
夫
氏
の
研
究
が
あ
る
。
山
川
出
版
「
大
分
県
の
歴
史
」
な
ど
。

言
ひ
（
９
）
に
同
じ
。

（
1
2
）
浅
野
家
文
書
。

（
1
3
）
言
む
に
同
じ
。

（
1
4
）
大
野
町
郡
山
、
伊
藤
重
雪
氏
ら
共
有
文
書
。

（
1
5
）
（
1
3
）
に
同
じ
。

（
1
6
）
文
化
十
年
四
月
、
古
田
中
務
広
計
編
、
孔
版
印
刷
本
。

（
1
7
）
『
中
川
史
料
集
』
慶
長
十
一
年
條
。

（
1
8
）
（
1
6
）
に
同
じ
。

（
1
5
）
『
中
川
史
料
集
』
慶
長
九
年
條
。

（
2
0
）
『
中
川
史
料
集
』
。

（
2
1
）
竹
田
市
立
図
書
館
蔵
「
御
覧
帳
細
注
」
（
写
本
）
。

（
2
2
）
『
中
川
史
料
集
』
よ
り
。

（
2
3
）
（
2
2
）
に
同
じ
。
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